
大竹市まちづくり基本構想

第 1 回  定 例 会
Ｑ  

新
造
船
の
事
業
費
は
現
在
の
使
用
船

舶
「
涼
凪
」
を
造
船
し
た
時
に
比
べ
高
額

で
あ
る
が
理
由
を
問
う
。

　
ま
た
、
利
便
性
や
安
全
性
を
求
め
追
加

装
備
す
る
の
か
問
う
。

A  「
涼
凪
」
造
船
当
時
よ
り
材
料
費
や

人
件
費
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
、
入
港
時
の
安
全

性
を
高
め
る
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
ー
等
の
機

能
を
加
え
る
た
め
、
見
積
額
が
高
く
な
っ

て
い
る
。

※
サ
イ
ド
ス
ラ
ス
タ
ー
は
、
船
を
横
移
動

さ
せ
る
装
置
の
こ
と
で
す
。

●
大
竹
市
ま
ち
づ
く
り

基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

Ｑ  

大
竹
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
の
冊

子
を
全
戸
配
布
す
る
他
に
、
Ｐ
Ｒ
方
法
を

考
え
て
い
る
か
問
う
。

A  

現
在
は
、
市
広
報
に
特
集
記
事
の
掲

載
を
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
基
本
構
想
の
デ
ー
タ
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
ど
こ
か
ら
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ  
大
竹
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
は
、

小
学
５
年
生
く
ら
い
か
ら
読
め
る
漢
字
を

使
用
し
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
読
み
づ
ら

い
漢
字
も
あ
り
、
読
み
仮
名
を
付
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　
ま
た
、
市
広
報
は
点
訳
や
音
訳
な
ど
を

し
て
い
る
が
、
基
本
構
想
も
点
訳
や
音
訳

を
す
る
の
か
問
う
。

A  

読
み
づ
ら
い
漢
字
や
大
竹
市
に
関
わ

る
固
有
名
詞
（
三
倉
岳
、
阿
多
田
島
、
亀

居
城
等
）
に
は
読
み
仮
名
を
付
け
る
こ
と

を
検
討
し
た
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
基
本
構
想
は
絵
本
の
形

で
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
た
め
、
文
字
を

点
訳
、
音
訳
す
る
だ
け
で
は
伝
わ
り
に
く

い
と
考
え
て
お
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え

る
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
る
な
ど
工
夫
し

た
い
。

　
基
本
構
想
は
30
年
先
を
見
据
え
た
も
の

で
あ
り
、
時
代
に
合
っ
た
効
果
的
な
発
信

方
法
を
今
後
も
検
討
す
る
。

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
15
号
）

Ｑ  

教
育
費
旧
穂
仁
原
小
学
校
動

産
撤
去
処
分
業
務
委
託
料
と
し
て

４
７
８
万
８
０
０
０
円
計
上
さ
れ
て
い

る
。
廃
校
に
な
っ
た
学
校
用
品
を
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
形
式
で
販
売
し
た
こ
と
が
あ

る
が
、
今
回
は
行
わ
な
い
の
か
問
う
。

A  

解
体
前
に
、
校
舎
に
あ
る
不
用
物
品

を
収
集
・
運
搬
し
て
処
分
す
る
業
務
を
委

託
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
過
去
に
旧
松
ケ
原
小
学
校
を
会
場
に
し

て
物
品
販
売
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
に
も
大
竹
会
館
の

改
築
に
伴
い
、「
お
お
た
け
リ
ユ
ー
ス
市
」

を
行
い
、
旧
穂
仁
原
小
学
校
の
物
品
の
一

部
を
出
品
し
た
。
校
舎
の
解
体
は
広
島
県

の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
合
わ
せ
て
行
う

た
め
、
来
年
度
に
繰
り
越
し
を
し
て
、
５

月
頃
に
は
残
っ
て
い
る
物
品
を
全
て
処
分

し
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、
今
後
、
不
用

品
の
物
品
販
売
を
行
う
予
定
は
な
い
。

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
16
号
）

Ｑ  

コ
イ
ち
ゃ
ん
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
率
に

つ
い
て
問
う
。

　
ま
た
、前
回
と
変
更
は
あ
る
の
か
問
う
。

A  

前
回
の
ク
ー
ポ
ン
券
発
行
事
業
は
、 

50
万
３
３
４
７
枚
で
、
換
金
し
た
金
額
が

２
億
５
１
６
７
万
３
５
０
０
円
と
な
り
、

利
用
率
は
94.
５
％
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
事
業
の
内
容
は
前
回
と

同
様
、
１
枚
５
０
０
円
分
の
ク
ー
ポ
ン
券

を
20
枚
（
１
万
円
分
）
と
し
、
種
類
は
中

小
事
業
者
の
み
使
用
で
き
る
青
色
を
10

枚
、
大
型
店
舗
で
も
使
用
で
き
る
赤
色
を

10
枚
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
の
絵
柄
は
少
し
変
え
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

　
総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
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市営白石墓苑の移転予定地

Ｑ  

市
営
白
石
墓
苑
に
つ
い
て
、
何
区
画

の
移
転
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
移
転
完
了
予
定
で
あ
る
令
和
４

年
３
月
中
ま
で
に
移
転
さ
れ
な
か
っ
た
場

合
は
ど
う
な
る
の
か
問
う
。

A  

１
０
０
区
画
中
、
85
区
画
の
移
転
が

決
ま
っ
て
い
る
。
移
転
予
定
の
方
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
複
数
回
、
意
向
の
確
認
を

行
っ
て
お
り
、令
和
４
年
３
月
中
ま
で
に
、

滞
り
な
く
移
転
が
完
了
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

Ｑ  

対
象
と
な
る
方
に
医
療
費
の
支
給
が

行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
他
市
町
で

も
同
様
の
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
そ
の
財
源
に
つ
い
て
問
う
。

A  

広
島
県
が
市
町
に
呼
び
か
け
を
し
て

い
る
事
業
で
あ
り
、
県
内
の
全
市
町
で
実

施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
県
の
福
祉

医
療
費
公
費
負
担
費
補
助
金
に
よ
り
２
分

の
１
の
補
助
が
あ
る
。

Ｑ  

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴
い
新
た
な
介

護
保
険
料
額
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
た
理

由
と
、
そ
れ
を
ど
う
評
価
・
分
析
し
て
い

る
か
問
う
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
が

あ
り
、
保
険
料
の
設
定
に
関
係
し
た
の
か

問
う
。

A  

理
由
の
一
つ
と
し
て
、
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
の
中
で
予
定
し
て
い
た
施

設
整
備
の
一
部
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
給
付
費
が
抑
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
大
き
な

影
響
は
受
け
て
い
な
い
。
低
い
理
由
と
し

て
は
、
給
付
費
が
高
く
な
り
が
ち
な
85
歳

以
上
の
方
の
介
護
認
定
率
が
、
県
内
で
最

も
低
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

Ｑ  

コ
ロ
ナ
禍
で
受
診
控
え
が
出
た
こ
と

も
あ
り
、
減
額
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

予
想
し
て
い
た
が
、
増
額
に
な
っ
た
要
因

は
何
か
問
う
。

A  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
大
き

な
影
響
は
な
か
っ
た
。
12
月
に
予
想
を
大

き
く
上
回
る
給
付
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
今
年
度
中
の
安
定
的
な
運
用
を
図
る

た
め
、
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ  

耐
水
化
計
画
基
本
構
想
策
定
業
務
の

委
託
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
と

は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
問
う
。

A  

小
瀬
川
の
想
定
最
大
規
模
の
洪
水

浸
水
想
定
区
域
に
は
、
小
島
雨
水
排
水

ポ
ン
プ
場
と
小
島
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場

が
入
っ
て
お
り
、
想
定
さ
れ
る
浸
水
深

の
設
定
と
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
範
囲

の
整
理
、
浸
水
深
に
対
し
て
機
能
停
止

等
リ
ス
ク
が
高
く
耐
水
化
が
必
要
な
施

設
に
何
が
該
当
す
る
か
を
検
討
す
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
浸
水
の
リ
ス
ク
が
高

い
施
設
が
あ
る
場
合
に
は
、
浸
水
発
生

時
に
お
い
て
も
機
能
を
確
保
す
べ
き
施

設
と
関
連
す
る
主
要
設
備
機
器
類
等
の

抽
出
を
行
い
、
機
能
確
保
の
た
め
の
対

策
内
容
を
検
討
し
、
耐
水
化
計
画
を
定

め
る
こ
と
に
な
る
。

●
そ
の
他
の
議
案　
9
件

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

　
生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　
主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
墓
地
使
用
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

●
大
竹
市
精
神
障
害
者
医
療
費

支
給
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
大
竹
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
工
業
用
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

●
令
和
２
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算

第１回定例会は、令和３年３月２日～３月25日の24日間行われました。
詳細については、令和３年６月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページから録画中継もご覧いただけます。
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